































A Practical Study on the Workshop Making Toys for Kindergarten 
and Elementary School Children 2
−Consideration of Educational Methodology of “Artistic Expression” and “Point of View 
and Way of Thinking for Science” with the Theme of Kiji-guruma and the Magic Hand−
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幼稚園児・小学校児童を対象とした玩具づくりワークショップ実践研究 ２
用点に挟む顔を付ける。馬やキリンのフォルムを想像して頭をつけて挟むと丁度よい。自分で
挟みたいものを想定して、ハンドルを狭めたとき、ものがしっかり掴める幅に調節しなければ
ならない。うまく挟んで持ち上げられるように、子ども達の試行錯誤があり、考えながら作っ
て遊ぶことになる。
玩具づくりワークショップにおけるものづくり教育方法のあり方
　今回は、幼児・児童を対象にして、きじ車づくり１回、児童対象のマジックハンドづくり１
回、幼児対象のマジックハンドづくり１回の合計３回の玩具づくりワークショップ実践につい
て、造形教育・理科教育の視点による考察及びアンケート調査を通して分析を行った。「きじ車」
づくりは、身近な文化的造形としての郷土玩具のきじ車を基に、その形や色、素材といった造
形的要素に着目してテーマとして設定した。また、きじ車の重心の位置により走り方が異なる
ことや、パンタグラフ式のマジックハンドづくりにおける、テコの原理などの物理的要素にも
着目した。それらの原理を物理的に学び、それぞれの玩具づくりワークショップは、子ども達
が構想の能力を用いて自らつくりたいものを構想し、素材の本質と道具の関係を理解し、適切
に道具や用具を工夫して使うという、技能を働かせて製作する機会になったと考えられる。友
達と協力してつくる場面では社会性育成や人間性を育む経験につながるであろう。また、製作
した後で完成作品を一人一人がプレゼンテーションする鑑賞としての発表会は、言葉による伝
え合いとして、プレゼンテーション能力も引き出す場となったと考えられる。新学習指導要領
の理科には「問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成することを目指す。」と
ある。筆者らの実践は、ワークショップという形態上、比較的短い活動時間という制約があるが、
ものづくりによって自分の玩具として具体的な形に表現できる力を育て、自から創意工夫をし
た遊びに繋げていくことにより、科学的な見方・考え方を育てることにも寄与できると考えて
いる。今回実践したワークショップにおいては、造形的な玩具づくりの中に科学的エッセンス
を入れることにより、思考力・判断力を育て、作る楽しさ、作品で自分を表現する工程を重視
した。子ども達は完成後につくった玩具を使って遊ぶ中で、科学的な見方・考え方に触れ、知
らず知らずに自ら学ぶ姿勢を身につけていくと考えられる。自分でつくったものだからこそ、
試行錯誤を繰り返し、より良いものに仕上げていく。また、動作の原理を知ろうとすることが
次への興味・関心へとつながり、造形と理科という複合的なの学びへの興味へとつながってい
く。物理的要因を組み込んだ玩具づくりの中に、不思議さを感じ、自ら調べ研究し創造しよう
図33．森のマジックハンド 図34．森のマジックハンドの仕組み 図35．マジックハンド
で使われるてこ
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とする心が芽生える種が入っていると考える。
結　語
　３回の玩具づくりワークショップ実践を通した考察及び質問紙調査の結果を分析して、今回
の実践は「造形表現」と「理科の見方・考え方」の視点から見て一定の教育的成果が得られた
と考える。しかし幾つかの問題点も明らかになった。一つは、子ども対象の玩具づくりワーク
ショップでは、対象年齢の幅が広く、子ども一人一人に応じて発達段階の幅も広いということ
である。すなわち、高学年児童に適した工程は、当然ながら幼児には難しい内容となろう。逆
に幼児に適した内容は高学年児童にはつまらないという結果が想像される。本玩具づくりワー
クショップ研究における基本は、オリジナルの玩具をデザインし、年齢幅の広い参加者に対応
できるように、あらかじめ年齢に応じた技能に対応する加工をしておく等様々な事前準備を
行っていることである。この工程を今後は、単に時間内に仕上げるための事前準備ではなく、
子ども達の年齢幅・発達段階に応じた教育効果を明確にした準備を検討の上実施したいと考え
ている。
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